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I 計画策定の趣旨、位置付け 

1.計画策定の趣旨 

2.基本目標 

いかなる災害等が発生しようとも 
 
1. 人命の保護が最大限図られること 
2. 町政及び町域の重要な機能が致命的な障害を受けずに維持されること 
3. 町民の財産及び公共施設に係る被害の最小化 
4. 迅速な復旧復興が図られる 
 
ことを基本的な方針とする。 

3.計画の位置づけ 
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4.計画の期間 

 

5.地域防災計画との役割分担 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
       
 

6.計画策定の基本方針 

 

 

 

 

地域防災計画 国土強靭化地域計画 

  
 

  

 

 

 

  
 

 

 

発災前 発災後 発災 
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II 阿見町の現状 

 

1.自然環境の特性 

位置 

地勢 

 

気象 
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2.社会経済の情勢 

人口 

 
 
 
 

産業 

 

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

45,000

50,000

（人）
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3.災害履歴 

地震 

 

過去の地震履歴 

近年の地震履歴 
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風水害 

過去の風水害 

近年の風水害 
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4.被害想定 

地震 

 

風水害 
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Ⅲ 脆弱性評価のためのリスクシナリオの設定 

1.脆弱性評価の考え方 

基本法第 17 条第 1 項の規定に基づき、大規模自然災害等に対する「脆弱性の分析・評価（以下「脆弱性

評価」という。）」の結果を踏まえ、国土強靭化に必要な施策の推進方針が定められており、本計画において

も、以下の手順により「脆弱性評価」を行い、強靭化のための推進方針を策定します。  

想定するリスク 

リスクシナリオ（最悪の事態）の設定 
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2.「国土強靭化地域計画」策定・見直し・推進等の基本的プロセス 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

Ⅲ 

Ⅳ 

Ⅴ 

Ⅵ 
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Ⅳ リスクシナリオから見た脆弱性評価とリスク回避のための施策方針 

 

1.あらゆる自然災害に対し、直接死の最大限防止 
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【１－１－１ 住宅等建物の耐震化等】 

【１－1－２ 町有施設等の耐震化、⾧寿命化、防災拠点化、電源確保】 



 
  
 

 

12 
 

【１－1－３ 多人数利用の民間施設等の耐震化等】 

【１－1－４ 空家対策】 

【１－1－５ 市街地整備】 

【１－1－６ 液状化・地盤等の情報共有】 

【１－1－１ 住宅等建物の耐震化等】 

【１－1－２ 町有施設等の耐震化・⾧寿命化、防災拠点化、電源確保】 
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【１－1－３ 多人数利用の民間施設の耐震化等】 

【１－1－4 空家対策】 

【１－1－５ 市街地整備】 

【１－1－６ 地盤等の情報共有】 
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【１－2－1 風水害等に対する警戒体制・避難体制】 

【１－2－2 防災・減災対策】 
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【１－2－１ 防災意識・地域防災力】 

【１－2－２ 風水害等に対する警戒体制・避難体制】 
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【１－2－３ 防災・減災対策】 
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【１－3－１ 防火意識・地域防火力】 

【１－3－２ 消防団の体制】 

【１－3－３ 公共施設の防火力・火災予防】 

 

【１－3－４ 火災予防を考慮した市街地整備等】 
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【１－3－１ 防火意識・地域防火力】 

【１－3－２ 消防団の体制】 

【１－3－３ 公共施設の防火力・火災予防】 

【１－3－４ 火災予防を考慮した市街地整備等】 
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【１－4－１ 町民への情報伝達】 
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【１－4－２ 要配慮者への情報伝達】 

【１－4－３ 協定締結団体等との相互連携】 

【１－4－１ 町民への情報伝達】 
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【１－4－２ 災害弱者への情報伝達】 

【１－４－３ 協定締結団体等との相互連携】 

 

2.救助救急、医療活動、被災者の健康・生活環境の確保、災害関連死の最大限防止 
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3.職員、施設等の被災による行政機能の大幅な低下 
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34 
 



阿見町国土強靭化地域計画（第 2 次計画） 

 

35 
 



 
  
 

 

36 
 



阿見町国土強靭化地域計画（第 2 次計画） 

 

37 
 

4.サプライチェーン寸断による企業活動の停滞 
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5.ライフラインの確保と早期復旧 
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6.廃棄物処理の停滞等による復旧・復興の大幅な遅れ 
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Ⅴ  施策分野の設定 
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Ⅵ  計画の推進と進捗管理 

1.施策の重点化の設定 

 

強靭化を効果的かつ効率的に推進するため、町民の生命・身体・財産の保護を第一義とし最優先するととも

に「基本計画」及び「県計画」との整合等を図りつつ、各施策の重点化要素を踏まえ、19 項目の「リスクシナ

リオ」中 11 項目の「重点化項目」を設定する。 

施策の重点化要素 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重点化項目（重視するリスクシナリオ） 

 



阿見町国土強靭化地域計画（第 2 次計画） 

 

51 
 

2.重要業績指標（KPI）の設定 

 本計画における進捗管理を行うため、重要業績指標（KPI）を設定します。 
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3.ＰＤＣＡサイクル確行の徹底 

 

1. 「強靭化が目指す目標」を明確にし、主要なリスクを特定し分析する。 

2. 「起きてはならない最悪の事態（リスクシナリオ）」及び「影響」を分析・評価し、目標に照ら

し脆弱性を特定する。 

3. 脆弱性を評価・分析し、「脆弱性の克服のための課題」と「リスクに対する対応策・最良策」等

を検討する。 

4. 課題、問題点等に必要な政策等を見直すとともに、対応策、最良策等について、重点化、優先

順位付け等を計画的に実施する。 

5. 上記の結果を的確・適正に評価し、強靭化全体の取組みを見直し、改善といった「ＰＤＣＡサ

イクル」を繰り返し確行することにより、強靭化を強力に推進する。 

 

国土強靭化地域計画推進のためのＰＤＣＡサイクル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Plan 

STEP１ 地域を強化する上での目標の明確

STEP２ リスクシナリオ、施策分類の設定 

STEP３ 脆弱性の分析・評価、課題の検討 

STEP４ リスクへの対応方策の検討 

STEP５ 対応方策について重点化、優先順位付

Do 

Check 

計画的な施策の実施 

・脆弱性回避のための施策の推進 

 

Action 

結果の自己評価 

・進捗と方針の検討 

・定量的、計数的な効果測定 

・脆弱性回避のための新施策の検討 

計画全体の取組等の見直し・改善 

・期間目標等の見直し 

・次期計画への施策、目標等の反映 

・分野計画の見直し・策定に反映等 





 

 





 

 

 

 


